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７月 例会プログラム 

     （キックオフ例会） 

日時：７月９日(土曜日) 18:00～20:00 

場所：北野事務所 ２階大会議室 

（担当：B班 花輪、望月、並木真、久保田） 

  受付： 望月    司会：久保田 

・開会点鐘           花輪会長 

・ワイズソング          一 同 

・ワイズの信条          一 同 

・ゲスト・ビジター紹介     花輪会長 

・新旧会長引継ぎ式（山本前会長より花輪新会長へ） 

・入会式 佐藤 信也さん     花輪会長 

・聖句・感謝の祈り        並木真 

・会食 

・新会長所信表明         花輪会長 

・卓話「佐藤信也さんの東京YMCAでの担当と役割」 

・東京YMCA報告      担当主事 菅野 

・報告・連絡事項       会長・各委員 

・スマイル 

・Happy Birthday （花輪宗命さん）          

 ・閉会点鐘            花輪会長 

 

巻頭言 
あずさ部部長としての最後の晴れ舞台！ 

（第25回東日本区大会より） 
        長谷川あや子 

あずさ部は 10クラブ 173名です。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
憩いの森部大会。あずさ部として  

は初めてのズームによる部大会でし
た。記念講演は八王子メンバーの 

並木真さんによる「Do you 農？種と野菜のエトセトラ」 
出席者は 74名でした。 
第3回あずさ部善光寺御開帳評議会は、ホテルメトロ

ポリタン長野でリアルに開催いたしました。出席者54名。
久しぶりの再会を喜び合いました。 

会 長   花輪 宗命 

副会長   茂木 稔 

書 記   久保田 貞視 

会 計   長谷川 あや子 

直前会長  山本 英次 

担当主事  菅野 牧夫 

ブリテン  山本 英次 茂木 稔

大久保 重子 
 

国際会長 Samuel Chacko （india） 

主題 「フェローシップとインパクトで次の１００年へ」 

スローガン「自己を越えて、変化を起こそう」 

アジア太平洋地域会長 Chen Ming Chen  主題：「新しい時代とともに エレガントに変

化を」  スローガン「今すぐ実行を」 

東日本区理事 佐藤 重良（甲府 21） 主題：「未来へ向けて今すぐ行動しよう」    

スローガン「誰かのために奉仕して 自分のための楽しいクラブライフを！」 

あずさ部部長 後藤 明久（富士五湖） 主題「ワイズへの参加と交流を楽しもう」  

八王子ワイズ会長主題 花輪 宗命 主題「「感謝と報恩奉仕」 

 クラブ会長  山本 

  

 

英次ぐ 主題：「コロナ禍を乗り越えて、新時代のクラブへ」 

 

 

 

クラブ会長 主題「動こう、動かそう！」副題「変わろう、変えよう！ 

 

 

 

 

 

 

（東京八王子）「足下を固めて飛び立とう」 

 

 

 

今月の聖句（2022年７月） 
 

イエスは言われた。「私が この世に来たのは、裁くためである。こうして、見えない者は見えるようになり、見える者

は見えないようになる。」イエスと一緒に居合わせたファリサイ派の人々は、これを聞いて、「我々も見えないと 

いうことか」と言った。イエスは言われた。「見えない者であったなら、罪はないであろう。しかし、現に今、

『見える』とあなたがたは言っている。だから、あなたがたの罪は残る。」                                              

（新約聖書/ヨハネによる福音書9:39~40） 

先月の例会ポイント （6月）                             

在籍       12名    切手（国内・海外）   0g 

メン         9名    累計          0g 

メイキャップ     1名     現金              0円 

出席率       83％    累計            0円 

メネット      2名    スマイル          円 

ゲスト      １名     累計         111，110円 

ビジター      0名     オークション        0円 

ひつじぐも     0名      累計          0円 
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次に各クラブの活動を報告いたします。 
甲府クラブ 
 甲府駅前広場で「お正月を遊ぼう」を開催しました。お
正月の行事中を心とした子供の遊びを子供たちに体験
してもらいました。 
 第23回山梨YMCAチャリティランを実施しました。 
東京西クラブ 
 設立47年を迎えますが、ワイズ在籍50年以上のゴー
ルデンメンバーが2人います。例会はリアルで行い、ほ
ぼ全員が出席します。 
人生経験豊かな持ち味を生かして、これからのクラブ作
りを頑張りたいと思います。クラブ事業のWHOは、3月
から再開しました。 
東京武蔵野多摩クラブ 
 クラブファンドのため、メルカリにて古本の販売を始め
ました。 
 西東京センタークリスマス用動画の作成をスタッフ、リ
ーダー、ワイズが協力して行いました。 
卒業するリーダーと YMCA活動について話し合ってい
るところです。 
第 5 回ワイズナイトフォーラムにメンバーの江夏一彰さ
んが講演しました。 
松本クラブ 
キックオフ例会で入会式がありました。 
12月には、第 23回アジア賞授賞式を行いました。メ
ンバーの強い信念、情熱と多くの方のご協力のもと、
無事開催できました。DBC の大阪泉北クラブの皆さ
んも駆けつけてくださいました。 

東京サンライズクラブ 
YMCA 山中湖センターでワークキャンプと山中クリス
マスの手伝いをしています。5 月には富士五湖クラブ
の障害者フライニングディスク大会の手伝い、その後
山中湖センターに移動し、合同例会、設備のペンキ塗
りとグリーンチャベルの下見をしました。 

甲府21クラブ 
3月 13日、ウクライナ出身のクセニアさんも参加して、
甲府駅前で街頭募金活動をしました。3 月第一例会で
は、クセニアさんによる卓話「ウクライナの市民の状況」
をお聞きしました。4 月には、ウクライナに向けてひま
わりの植え付けをしました。 
上から見ると「ウクライナLOVE」になります。 
東京八王子クラブ 
ズームによる例会に参加できたことで他クラブの活動

を知り、それを自らの行動への力として吸収できたこと
が今年の成果と考えます。 
直前会長感謝会と担当主事交代感謝会をリアルで開催
できたことが最も印象深い出来事でした。 
東京たんぽぽYサービスクラブ 
 コロナで、例年のようには活動できませんでしたが、
葉とらずリンゴの販売でファンドを作り、3月13日にはリ
ビー支援チャリティーコンサート、山手センターとオンラ
イン配信のハイブリッドで開催することができました。皆
様のご支援に感謝申し上げます。 

 
富士五湖クラブ 
W4Wに参加。河口湖湖畔の清掃をしました。 
昨年11月、京都洛中クラブとの合同連会で伊豆高原に
旅行しました。 
5月7日、第11回障害者フライニングディスク大会を開
催しました。 
競技者70名、ワイズ 28名が参加しました。 
 
今季最大の活動は、あずさ部の評議会のホストをさせ
ていただいたことです。 
多くの方のご協力、ご支援によって、対面での評議会
が実現できました。 
1 度クラブを離れたメンバーが手伝ってくれたことは大
いなる恵でした。 
以上、あずさ部の報告を終わります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3回評議会ハーモ二カソング（並木信一さん） 

 

 

木漏れ陽の中の 
 

 

  イングリッシュガーデン IN 海の塔 
 
 

 

海の塔例会 トピックス 
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花輪次期会長の挨拶 
「感謝と報恩奉仕」 

7月から２０２３年度八王子ワイズメンズクラブ会長の重

責を担わせて頂きます。 

 八王子ワイズメンズクラブに入ってから相当経ちまし

たが、今もってまだよちよち歩きの状態なので、諸先輩

におんぶに抱っこの状態で奉仕することになりますが、

何卒皆様のご支援・ご協力のほどを’お願い申し上げま

す。 

前回会長を申しつかった時は、前任が並木会長で、

並木会長の頃からからコロナが流行り始め非常に大変

な環境の中でスタートした記憶がございます。その時

は、とにかく皆さんにお世話になりっぱなしでようやくの

思いで過ごしましたが、やはり基本的なことが分かって

いなさすぎて、1年を通して長谷川さんはじめ皆さんか

らの色々なアドバイスをいただき、判らないことはいろ

いろご相談してやってきました。 

 その後は山本会長が就任して頂いたので、何とか持

ち直したのですが、その後もコロナもなかなか収まって

いないし、しかも会員増強頑張っても思いに任せないと

いう中で、このまま沈んでいくのではないかという不安

も拭えない状況が続いています。しかし、皆さんと力を

合わせてこの劣勢を挽回したいなという思いもあって自

分の力のなさは顧みず、山本会長の後を襲うことにい

たしました。このままおめおめと潰れていくのではなく

て、この劣勢を巻き返してワイズの理想に向けて、後世

の皆さんが幸せな世の中を取り戻すことに少しでも奉

仕ができたらいいな、ということで、自らの力を顧みず

お引き受けすることにしたものです。 

 来月からのブリテンに載せる私の主題ですけれども、

前回の時は「すべてに感謝」でしたが、今回はその感謝

の中身として、素晴らしいグループに加えさせていた

だいたこと。それから日々の自分の幸せな毎日、それ

を感謝の気持ちを形に表す意味でそのご恩に報いて

奉仕をしていきたいということを表現する意味で、言葉

はちょっと正確ではありませんが、「感謝と報恩奉仕」と

いうこととしようと思っております。 

 主題の実現に向けて、皆様のご支援を頂きながら、こ

の1年を頑張って捲土重来を期したいと思っておりま

す。どうぞ引き続き皆さんのご理解・ご協力をよろしくお

願いいたします。 

  

並木信一 C組班長のお話 

長谷川さんがあずさ部の部長をお引き受けになられ

て、任期を終わられるということであります。これまで沢

山の方が部長のお役を務めてこられましたけれども、

私はおそばで働きを拝見させていただき、長谷川さん

ほどほんとにきめ細かくいろんな情報を入手され、そし

ていろんな配慮を見せてコミュニケーションを取ろうとし

ている部長さんを見たことがありません。1 年を無事に

終えられたこと、ご苦労を思い、感謝申し上げるとともに、

改めてみんなで拍手を送りたいと思います。ありがとう

ございました。 

 なお、私的な意見を申し上げますが、ワイズについて

は、エネルギーの多くが内輪的に消費されすぎている

という感想をかねてから持っています。これは八王子ワ

イズだけではなく、ワイズメンズクラブ全般になんです。

八王子クラブでは、地域の方々から、ワイズメンズクラ

ブがあって本当によかったと思っていただけるような、

そういう働きをすることを一生懸命考えつつ、この1年を

過ごせたらよいのではないかという風に思っております。 

なお、今期、班長のお役を、辞退させていただきた

いということを花輪さんには申し上げました。私の家庭

的な事情も色々あり、夜間の外出となる例会も欠席せざ

るを得ないことが多くなり、無責任な班長になりそうなの

がその理由です。しかし、ここに来る途中で茂木さんを

お見かけして車にお乗せしたら、今日は血圧が 90だと

いう風なことをおっしゃられ、体調にかなり気を付けなき

ゃならないというお話を伺いました。このことを伺ったら、

班長辞退を言い出すのは、とても難しくなり、続投しなき

ゃいけないのかな、という気分になりました。 

なお、班長辞退云々とは別次元のことですが、月別

担当班の役割があいまいになっているのではないかと

いうことを強く感じています。改めて、役割をきちんと共

通認識をする必要があるのではないかということを申し

上げたいと思います。 

  
並木 雍子 さんのお話 

私は、去年はうちの中にこもって、自分のことばかり

やっており、心の中では、なんかしなくちゃいけないと

色々と考えてはいたのですが、結局は実現できません

でした。 

でも、今日はこのようにいいところで懐かしいお友達に

も会えまして本当に感謝です。   

今日のこの会に参加させていただいて、皆様と一緒

に、何かボランティアの活動をやってみたいなと思う気
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持ちになっています。色々ありがとうございます。 

今日はよい天気ですし、気持ち良く新しい出発をさ

せていただけるような気がしております。どうぞ、今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大久保重子さんのお話 

長谷川さん、1年間ご苦労様です。同じくらいに入会

して、あたしはワイズのワの字も知らないで、ただ主人

と歩んできたっていう感じで、長谷川さんには頭が下が

ります。 

私は主人亡きあとワイズの人数がすごく減ってるのを懸

念して、それだったら私が残って人数が減らないように

と思って、参加させていただいてますのでよろしくお願

いいたします。ただ茂木さんと同じように、私も体力が

すごく落ちてますので、北野のバス停からあの出張所

まで歩くのがすごくきつい時もあるんですけれど、なる

べく例会に参加させていただけるように頑張ってみま

す。1年間、よろしくお願いいたします。 

 

久保田佐和子さんのお話 

 皆様こんにちは、ここは 2年ぶりですね。この 2年間

は早いなと思っております。ワイズに在籍させていただ

いているお陰で、こういった所で皆さんとお食事ができ

ることはとても嬉しいです。 

八王子クラブのメネット会は 3 年前に無くなってしま

いました。本当にメネットとして、何もしないまま私は八

王子ワイズメンズクラブに寄り添いながら歩かせていた

だいています。先日東日本区大会の時にメネット会のメ

ネットアワーというのがあり、ＺOOM で催されたもので

すが、せめてメネットアワーだけでも出させていただこ

うと思い参加させていただきました。その時のゲストの

方が竜崎靖子さんで並木さんがご存じの方だ、というこ

とを後で伺いました。目がご不自由な方です。また竜崎

さんの教会が酢屋さんの教会、八王子栄光教会と言うこ

とでびっくりしました。竜崎さんはほんとうに素晴らしい

方で、どうやって例えていいかわからないですが、逆

境にもめげずご自分の道を拓いて歩んでおられます。

その方のお話を聞けてメネットという名目だけでも一員

でいられたことは良かったと思っております。この八王

子でも、あの方をご招待してお話を伺いたいと思いまし

た。そんな機会がありましたら、どうぞ、よろしくお願い

します。 

 

福田勝江さんのお話 

今日は素晴らしい会に声をかけていただきまして、2

年前に海の塔で会合した時にとてもいいところよと言わ

れて、1回行ってみたいなと思ってたんですけれども、

1人ではとても来られないので、今日は本当に緑がい

っぱいあって、いい空気のところで皆さんと顔を合わせ

ることができてすごく幸せに感じております。   

 やめてから半年たしたちますんですけれども、今

日会った途端に私ふるさとに帰ってきたんだわっていう

感じで、皆様が和やかにまた会のために頑張っている

なと思いました。。 

長谷川さんのあずさ部部長のお役も大変だなと思い

ながら、ブリテンいただいたり、ラインメールで伺うこと

ができました。皆さん活動してるんだな、でも私にはもう

できないのかな？切手の話が出ましたけれども、12月

の末頃になるとこたつに入って 3ミリを残して、何キロ

かの切手の処理をしていましたが、今年はないんだわ

少し寂しい気持ちと、なんかほっとした気持ちと交えて

今年は 12月を過ごしたんです。やっぱり八王子ワイズ

メンズクラブはいいなと思いながら。 

また帰りたいなと思うんですけれども、やっぱり茂木

さんじゃないんですけども、去年の 11月頃からあちこ

ち体の具合が悪くて、姪が独りで置けないからうちの近

くに来てくれということで、国分寺の近くの武蔵小金井

に今おります。あそこは文化的な街で、ちょっと出れば

ホールもいっぱいありますし、習い事もいっぱいありま

すし今、何をしようかな、これからの何年かの期間を無

駄に過ごしたくないなど考えております。昨日お医者さ

んに行きまして、先生、200歳ぐらいまで行きたいんで

すって言ったら、今の医療では 200歳は無理だ、それ

では 100歳。100歳なら福田さん大丈夫かな。よく見て

あげてるから大丈夫。頑張ってって言われて、弱いよし

ていう感じで、これからもボランティア活動は、何かあっ

た時にはお声かけていただければ少しはお手伝いで

きるかなと思うんですけれども、 

今年11月に米寿を迎えまして 88歳、あと 100歳ま

では 12年です。たったそれだけなんですよ。時間が。

だから焦っちゃうんですけれども、それなので、また何
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かありましたらば、わたくしができることがありましたら

ば、どうぞおっしゃってください。夜の会はちょっと難し

いんですけれども、チャリティーコンサートですとか、何

か昼間の会がありましたら、是非お声掛けてあのくださ

い。小口さんがよく声かけてくださいますので、ほんと

にありがたく思っております。 

 山本さんも帰りいつも送っていただきましてありがとう

ございました。これからもよろしくお願いいたします。あ

と 100歳まで 12年、12年しかないんですよ。たった。

だから、それをぎゅっと凝縮させて、私は父母いる天国

に行きたいなと思ってますので、よろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
菅野牧夫さんのお話 

例会が 6月の後半になってしまってるので、4月から 5

月にかけての報告でブリテンにも書いてありますが子

供食堂をやってるんですけど再開したお話が 1つ出て

おりました。やっとコロナも少し収まってきたのかなとい

うようなことを思っております。 

先月もご案内しましたけれども、ウクライナの募金が引

き続きえ行われるというようなことで機会があれば募金

をしていただければと思っております。 

会員大会が5月21日に行われましたとご報告させてい

ただきました。 

ワクワクビレッジの方はやっとお客さんが少し戻ってき

まして、いつもだとこの時期は 3500人から 4000人弱の

人数が宿泊をされてるんですけれども、今月が 2000人

ちょっとぐらいというようなところになってきてます。だい

ぶ賑やかさが出てきたかなというようなことで嬉しく思っ

ております。 

八王子学園のブラスバンドが笑ってこらえてで特集や

ってたんですけど、昨日も撮影に来てて、うちで練習を

してるんですよ。近いうち、笑ってこらえてでわくわくビ

レッジが出ると思いますので、ちょっと気にしてておい

ていただけるように思っております。 

よろしくお願いします。ありがとうございました。 

並木 真 さんのお話 

私としては丁度一年間もう 6 月になったのかな、とい

う思いでいます。やはりコロナが終わるかなと思ったら

続いてまた1年かなという風です。あずさ部の大会の時

にお話をさせていただいたんですけども、できれば、リ

アルでお話、皆さんとお顔を合わせながらお話したか

ったです。そのリズムの良さって言うんですか非常に離

れた方ともリアルタイムで話ができるってのが、非常に

体験できたようなことです。何ができたわけじゃありませ

んけれどもまた来期に向けてできることは積極的に関

わっていきたいなと思っております。どうもありがとうご

ざいます。またお願いします。 

   

茂木 稔さんのお話 

 残念ながらこの 1 年、体調にあまり優れてなかった

ので積極的にクラブの活動に取り込めなかったですが、

何とか体を優先して考えて参加できるときは極力参加し

て、場合によってはこの今後のブリテンの印刷等々に

お手伝いできればと思ってます。この1年ほんとに体力

が落ちたなということは否定できません。 

我ながらがっかりする 1日ですが、これも年齢ならば

やむを得ないところかと思いますので前向きにこういう

会合があればぜひ参加して前向きな姿勢を保ちたいと

思います。よろしくお願いします。 

  

長谷川 あや子さんのお話 

あずさ部の部長の仕事も 6月 30日をもって終わりま

す。部書記の久保田さん、会計の並木さん、クラブの方

の応援とご協力があって初めて一年間一生懸命出来ま

した。東日本区の仕事もいろいろさせて頂きましたが、

部長職は神経も使いましたが遣り甲斐もすごくありまし

た。あずさ部の各クラブ会長さんが、７つの部の中でう

ちの部長が一番キラキラしているって思ってくれたら本

望だなと思って、そんな気持ちで一年間過ごしてきまし

た。本当にありがとうございました。 

それから、BF 使用済み切手の係は今まで福田さん

が受けて下さり、そして津田さんが切手を沢山持ってき

て下さったそのおかげで東日本区で三位になりました。

津田さんとは何度もやり取りをして、津田さんが持って

きて下さる切手は大量なのですが古かったり破損して

いるものもあり、こちらで整理していることなどはっきり

言ったこともあります。 

先日、三位に入賞したことのお礼状を送りましたら津田

さんからお手紙を頂きました。いわさきちひろの可愛い

カードでした。 

「・・・BFの件はその後、注意事事項を守って整理してお
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ります。現在850グラム用意できています。10月例会に

は 1 キログラム持参できればと頑張ります。」そんなお

手紙を頂きましたが本当に嬉しかったです。 

1年間ありがとうございました。 

 

小口 多津子さんのお話 

「会計担当として、私の会計報告もいよいよ今年度を

締めて、少し肩の荷がおります。 

次年度は長谷川さんに代わります。 

今日の「部三役ご苦労様会」ですが、緑の風が吹く、

メンバーがお気に入りのカフ「海の塔」で持つことがで

きました。 

今年度は長谷川さんが部長を受けられて、書記久保

田さん、会計並木さんとあずさ部三役を受けられたこと

で、クラブがそのお陰でまとまったことをとても感じまし

た。 

長谷川さんはワイズのこれまで大変なお役を全部、

区書記、区会計、事業主任をされていました。 

区のことを分かっておられていて、でも、クラブの中で

あまり際立って引っ張っているわけではなく、底の方か

ら皆を持ち上げて下さっていて、そこは長谷川さんの力

はすごいな、と思いました。 

クラブの中がまとまったと感じたのは、そこだと思いまし

た。 

クラブというのは、１２人全員が実感し、共有すること、

それが大事であると思います。 

その意味では私は、今日はご苦労様会ではなく、やは

り「感謝会」という言葉にしたいと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブからの感謝のしるしです！ 

ありがとうございました ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高尾わくわくヴィレッジ便り 
所長 菅野牧夫 

今月も鳥の話からスタートします。先日珍しい鳥を発

見しました。原っぱにあるウッドデッキに鳥がいるという

情報を聞きつけて行ってみると、なんとカワセミでした。

捕まえようと近づいたところ、飛んで逃げてしまいまし

たが、けがをしているようで原っぱに急降下で落っこち

ました。追いかけて捕獲に成功しました。多分窓に衝突

して羽を痛めてしまったんではないかと思いますが、

小魚を狙って捕食するようなワイルドアニマルなので到

底飼育することはできなく、気がかりではありますが森

に放ちました。復活してくれていればいいのですが・・・ 

 わくわくビレッジの 6月宿泊者数は 2300名程度に増

えてきました。昨年の今頃はコロナウイルスが蔓延して

いたので 150名程度しか宿泊していませんでしたので

大きく増加しています。コロナ前の6月宿泊者数は平均

で3300名位ですので、まだまだそこには届いていませ

ん。学校団体が30団体を超えてきたことはありがたく思

っています。学校利用がもっと増えてくれると通常に戻

れるのですが、もう一歩です。 

 わくわくビレッジでは毎年夏休みに小学生のキャンプ

とユースのキャンプを実施しています。この 2年間日帰

り活動に変更したり、中止にしたりと大変でしたが、今年

は何とか開催できそうです。はがきによる申し込みでし

たが小学生キャンプ 200 名強、ユースキャンプでも 70

名強の応募がありました。それぞれ定員30名、20名で

したが、小学生キャンプ 36名、ユース 30名と定員を増

やして対応しています。応募はがきには、この2年間に

子どもたちができなかった体験をさせたいという保護者

の切実な願いが書かれているものが多いようです。野

外体験、友達とのリアルな関係作りなど、これから失わ

れた 2 年間を取り戻していく事業が大切になってくると

感じています。 

 

ケガをしたカワセミ 
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                主事 菅野 牧夫 

◆ 6月8日より、夏季キャンプ・スクールの参加受付を

開始した。6 つの宿泊キャンプはどれも人気が高く、

ほとんどが即日定員一杯となった。他にデイキャン

プ、水泳、語学、音楽などの夏季スクールの募集も

順調に進んでいる。 

◆ 東京・フロストバレーＹＭＣＡパートナーシッププロ

グラムとして、現地の夏キャンプに 3 年ぶりに日本

からリーダーを派遣した。選考された 7 名のリーダ

ーが、約2カ月間、在米日本人の子どもたちを対象

としたキャンプのカウンセラー（リーダー）をつとめ

る。8月 13日にはフロストバレーＹＭＣＡのＣＥＯで

ある Jerry Huncosky氏の退任式が行われ、数名の

職員が出席する予定。 

◆ 6月17日に定時評議員会が開催され、役員の選任

が行われた。代表理事の菅谷淳氏が重任した。ま

た小町正人監事に替わり、伊藤幾夫氏（元評議員）

が同日をもって新監事に就任した。 

◆ 「第20回世界ＹＭＣＡ大会」が 7月3日～9日にデ

ンマーク及びオンラインで開催される。世界ＹＭＣ

Ａ同盟の行動計画「VISION 2030」策定に向けた協

議や、役員・常務委員の選挙の他、交流やディス

カッション等が予定されている。同日程で開催され

る「ＹＭＣＡ世界大都市会議」と合わせて、松本数

実氏が現地参加する他、数名のスタッフがオンラ

インで日本からの参加を予定している。 

◆ 「第 25 回会員芸術祭」を今年はオンラインで開催

することになり、ＹＭＣＡの会員や関係者、子どもた

ちに呼びかけ、絵画、書画、写真、陶芸などの出

展作品を募集している。8 月中旬から約 1 カ月に

わたり東京ＹＭＣＡホームページ上に作品の画像

を掲載する予定。 

                   中大１年 轟 千佳 

初めまして。ひつじぐも 1 年生の轟 千佳（とどろき 

ちか）です。今回は 6月 5日に参加しましたゴミ拾い甲

子園についてお伝えします。 

 今回も前回の二子玉川でのイベントと同様、大学ごと

にチーム分けをして、約 1 時間ゴミを探しては拾いまし

た。会場の荒川河川敷では、一見ゴミの存在には気づ

きにくいものの、柵の外側や草の陰などに細かいビニ

ール片から「焼き芋」まで、ありとあらゆるゴミが見つかり

ました。粗大ゴミであるソファに遭遇した他大学のチー

ムもあったようです。私たちのチームは後半、川に面し

た砂利に大量のガラス片が交ざっていることに気づき、

ひたすらそれを集めていました。環境負荷の高い種類

のゴミから順に高い点数に換算されるルールがあるの

ですが、ガラスは土に還るまでに約 100 万年を要する

などの点で負荷が高いためか、合計でかなりの高得点

になりました。その結果、なんと私たちは「チーム優勝」

を果たすことができました。前回は予想に反して良い結

果を残すことができず自信を失っていたため、まさに望

外の喜びでした。また、400 人近くが参加する中での１

位でしたから、本当に誇りに思っています。ただゴミを

拾い続けていただけでなく、チーム内で拾った物を報

告し合ったり、どの場所にゴミがありそうか話し合ったり

するなどして進められたのも、今回の結果に繋がったと

思っています。 

 ゴミ拾い甲子園に参加して、私はチームワークの良い

ひつじぐもがより一層好きになりました。今後とも、ゴミ

拾いに限らず様々な社会貢献活動にみんなと一丸とな

って取り組んでいきたいと思います。 

 

今月の聖句によせて（2022年７月） 
  
 イエス・キリストは、ヨハネによる福音書の終わりで、私が来たのは、「見えない人達が見えるようになり、
見える人達が見えないようになるため」です、といっています。それを聞いた人達は、「それでは、私達は盲人
なのか」と質問しました。イエス・キリストは答えます。「もしも、あなた方が盲人であったのなら罪はなかっ
たでしょう。しかし、今、見えると言い張るところに、あなた方の罪がある。」と。 
私達の多くは目が見えています。目が見えるので、見なくてよいものばかり見てしまいます。また、見ては

ならないものを見たくなってしまいます。それでいながら、本当に見なければならないものをみることのでき
る、心の目を失ってしまいます。しかし、目の見えない人は、目が見えないことによって、本当に見なければ
ならないものを見分ける心の目を与えられる余地を多く持っています。この、目は見えながら、こころの眼が
閉ざされている人と、目が見えなくとも、心の眼が開かれている者とが出会い、お互いの魂の目を見開くとこ
ろに福祉の基本がある、と、私は教えられたことがあります。あなた方は本当には見えていない、しかし、見
えている、と言い張るところにあなたがたの罪がある。とイエスは言います。自分は本当には見えていない、
また、本当には人を愛することができない、という、罪を自覚することから、さらには、この罪の許しの喜び
の応答として福祉の思想は出発するのだというのです。             並木 信一 

並木 信一 

中大ひつじぐも便り  
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（報告） 

木漏れ日の中 海の塔例会 
 ―あずさ部役員慰労例会― 

▼日 時：6月25日（土曜日）11:30～13:00 

▼会 場：Café 「海の塔」＊11時30分迄に現地集合 

＊八王子市元八王子 3-2571 TEL 090-8040-3960 （原

田さん）（宗関寺隣の隣・八王子城跡ガイダンス施設手

前）高尾駅よりバスもありますが、自家用車乗り合わせ

でお越しください。 

▼担当班：C班－山本、大久保、茂木、並木（信） 

参加者：A班・小口、長谷川、菅野 B班・花輪、並木真・ 

C班。並木（信）、茂木、大久保、山本 

メネット：並木メネ、久保田メネ 

ゲスト：福田勝江さん  

次第 開会点鐘           山本 

▼会  食 

 セットメニュー（デザート、コーヒーor紅茶付） 

1.キーマカレー  

2.オープンサンド 

3.ハンバーグ（パン orライス） 

▼報告・懇談 

 ○一年を振り返って（総括）   現会長 山 本 

 ○次年度に向けて（方針・計画） 新会長 花 輪 

 ○諸報告 （YMCA.会計、その他） 

・会員１分スピーチ        出 席 者 全 員 

・閉会点鐘                 会 長 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本区 
あずさ部関係表彰 

・CS特別賞・・・甲府２１クラブ 

・新入会員獲得優秀賞・・・個人―宮岡宏実さん  

   同         ・・・・クラブ―甲府２１クラブ 

・出席率優秀賞・・・東京八王子クラブ 

 理由：年間クラブ例会出席率 ９１％達成 

・出席率最優秀賞・・・東京西クラブ 

・EMC特別賞・・・甲府クラブ 

・YIA優秀賞・・・東京八王子クラブ 

 理由：永年の「中央大学学生YMCAひつじぐも」 

     への支援について 

・ユース活動支援献金達成賞・・・東京八王子クラ 

ブ 

・CS献金達成賞・・・東京八王子クラブ 

・BF献金達成賞・・・東京八王子クラブ 

・TOF献金達成賞・・・東京八王子クラブ 

・RBM献金達成賞・・・東京八王子クラブ 

・BF使用済み切手収集優秀賞・・・東京八王子クラ

ブ 理由 第３位（1，488円） 

・AYC推進賞・・・甲府２１クラブ 

「ゴールデンメンバー」 

東京八王子クラブ・・・並木信一さん 

・甲府クラブ・・・石川和弘さん、石原祥平さん 

・東京西クラブ・・・吉田明弘さん、山田利三郎さん 

受賞者及び受賞クラブの皆さん 

おめでとうございます！ 

益々のご活躍をお祈り申し上げます。 

 
７月のお誕生日 

 
花輪 宗命さん ７月８日 
 

 

 

卓話者紹介 

佐藤 信也さん 

今年度、東京 YMCA グルー

プ     の人事異動に伴い中里主事よ 

り菅野館長が担当主事となりお

世話になります。私も会員として登録をさせて

頂き花壇活動等もさせて頂ければと願っており

ます。 

この度、キックオフ例会にて私の担当業務と役

割についてお話の依頼が久保田様よりありまし

た。当日はパワーポイントを使い自己紹介を兼

ねて少々お話をさせて頂きます。 

どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
YMサービス㈱ 代表取締役 
ミライズ（人材紹介事業） 

高尾の森わくわくヴィレッジ管理運営 
野外教育（キャンプ・研修等）運営 
 

 

2022年度 ブリテン編集委員 

山本英次 茂木 稔 大久保重子 


